
告

示

平成™œ年 月š日 火曜日 第�˜™š号官 報

一

同
一
周
波
数
帯
を
使
用
す
る
他
の
無
線
局
か
ら
の

電
波
の
発
射
の
有
無
を
確
認
す
る
機
能
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
（
附
属
装
置
の
設
置
そ
の
他
の
方
法

に
よ
る
場
合
を
含
む
。）。

二

国
際
モ
ー
ル
ス
符
号
に
よ
り
海
洋
レ
ー
ダ
ー
の
無

線
局
の
識
別
信
号
を
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
（
附
属
装
置
の
設
置
そ
の
他
の
方
法
に

よ
る
場
合
を
含
む
。）。

三

同
一
周
波
数
帯
を
使
用
す
る
他
の
海
洋
レ
ー
ダ
ー

の
無
線
局
の
識
別
信
号
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
（
附
属
装
置
の
設
置
そ
の
他
の
方

法
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）。

四

変
調
方
式
は
、
周
波
数
変
調
で
あ
り
、
連
続
波
方

式
（
間
欠
的
連
続
波
方
式
を
含
む
。）に
よ
り
送
信
す

る
も
の
及
び
振
幅
変
調
で
あ
る
こ
と
。

五

等
価
等
方
輻
射
電
力
は
、二
五
デ
シ
ベ
ル（
一
ワ
ッ

ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）を
超
え
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
。

六

送
信
空
中
線
は
、
指
向
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
指
向
特
性
に
準
じ
た
電
波

の
発
射
を
抑
制
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

七

国
際
モ
ー
ル
ス
符
号
の
送
信
は
、
割
当
周
波
数
に

よ
り
送
信
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

国
際
モ
ー
ル
ス
符
号
を
送
信
す
る
無
線
設
備
の
送

信
空
中
線
は
、
海
洋
レ
ー
ダ
ー
の
送
信
空
中
線
を
共

用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。た
だ
し
、海
洋
レ
ー
ダ
ー

の
送
信
空
中
線
を
共
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
一
号
の
表
四
の
項
無
線
局
の
欄
中
「ラ

ジ
オ
・

ブ
イ
の
無
線
局

」
を
「無

線
測
位
局

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
6
5
第
4
9条
の
４
の
２
に
規
定
す
る
無
線
設
備
の
占

有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
は
、
第
１
か
ら
第
４
ま
で

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
4•
4
3
8
M
H
zか
ら

4•
4
8
8
M
H
zま
で
又
は

9•
3
0
5

M
H
zか
ら

9•
3
5
5
M
H
zま
で
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
も
の

5
0
k
H
z

２
5•
2
5
M
H
zか
ら

5•
2
7
5
M
H
zま
で
の
周
波
数
の

電
波
を
使
用
す
る
も
の

2
5
k
H
z

３
1
3•
4
5
M
H
zか
ら

1
3•
5
5
M
H
zま
で
又
は

1
6•
1

M
H
zか
ら

1
6•
2
M
H
zま
で
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
も
の

1
0
0
k
H
z

４
2
4•
4
5
M
H
z
か
ら

2
4•
6
M
H
z
ま
で
又
は

2
6•
2

M
H
zか
ら

2
6•
3
5
M
H
zま
で
の
周
波
数
の
電
波
を

使
用
す
る
も
の

1
5
0
k
H
z

５
3
9•
5
M
H
zか
ら

4
0
M
H
zま
で
の
周
波
数
の
電

波
を
使
用
す
る
も
の

5
0
0
k
H
z

６
4
1•
7
5
M
H
zか
ら

4
2•
7
5
M
H
zま
で
の
周
波
数

の
電
波
を
使
用
す
る
も
の

3
5
0
k
H
z

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

６
\

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
は
、
次
の
こ
と

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
。

æ

贈
与
及
び
そ
の
利
子
が
、
日
本
国
政
府
及
び
Ｐ

Ｌ
Ｏ
の
関
係
当
局
間
の
合
意
に
よ
り
延
長
さ
れ
な

い
限
り
、
贈
与
が
実
施
さ
れ
た
日
か
ら
十
二
箇
月

以
内
に
生
産
物
及
び
役
務
の
調
達
に
使
用
す
る
た

め
に
勘
定
か
ら
完
全
に
払
い
出
さ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
こ
と
並
び
に
そ
れ
以
降
の
勘
定
内
の
残
余

金
を
日
本
国
政
府
に
返
済
す
る
こ
と
。

ç

３
\
に
規
定
す
る
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入
に

関
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
お
い
て
課
さ
れ
る

関
税
、
域
内
税
そ
の
他
の
財
政
課
徴
金
が
贈
与
及

び
そ
の
利
子
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
な
い
こ
と
を
確

保
す
る
こ
と
。

è

贈
与
及
び
そ
の
利
子
が
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府

に
よ
る
経
済
社
会
開
発
努
力
の
推
進
の
た
め
に
適

正
に
か
つ
効
果
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す

る
こ
と
。

é

贈
与
及
び
そ
の
利
子
が
３
\
に
規
定
す
る
生
産

物
及
び
役
務
の
購
入
の
た
め
に
完
全
に
使
用
さ
れ

た
場
合
、
使
用
期
間
が
æ
の
規
定
に
従
っ
て
満
了

し
た
場
合
又
は
日
本
国
政
府
か
ら
要
請
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
日
本
国
政
府
に
対
し
、
勘
定
に
関
す

る
取
引
に
つ
い
て
の
契
約
書
、
証
書
類
そ
の
他
の

文
書
の
写
し
を
添
付
の
上
、そ
の
取
引
に
つ
い
て
、

日
本
国
政
府
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
形
式

の
書
面
に
よ
る
報
告
を
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
。

ê

贈
与
及
び
そ
の
利
子
の
使
用
に
当
た
り
、
環
境

及
び
社
会
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
。

３
\

贈
与
及
び
そ
の
利
子
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府

行
政
機
関
に
よ
り
、
適
正
に
か
つ
専
ら
日
本
国
政
府

及
び
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
関
係
当
局
間
で
合
意
す
る
表
に
掲
げ

る
生
産
物
並
び
に
そ
れ
に
付
随
す
る
役
務
を
購
入
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、当
該
生
産
物
は
、

調
達
適
格
国
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

]

\
に
規
定
す
る
表
は
、
日
本
国
政
府
及
び
Ｐ
Ｌ
Ｏ

の
関
係
当
局
間
の
合
意
に
よ
り
修
正
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

^

\
に
規
定
す
る
調
達
適
格
国
の
範
囲
は
、
日
本
国

政
府
及
び
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
関
係
当
局
間
で
合
意
さ
れ
る
。

４
\

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
は
、
こ
の
了
解

の
効
力
の
生
ず
る
日
の
後
十
四
日
以
内
に
日
本
国
に

あ
る
銀
行
に
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
の
名

義
で
円
普
通
預
金
勘
定
（
以
下
「
勘
定
」
と
い
う
。）

を
開
設
し
、
か
つ
、
勘
定
を
開
設
し
た
日
の
後
七
日

以
内
に
日
本
国
政
府
に
対
し
勘
定
を
開
設
す
る
た
め

の
手
続
を
完
了
し
た
旨
を
書
面
に
よ
り
通
告
す
る
。

]

勘
定
の
目
的
は
、
５
に
規
定
す
る
日
本
国
政
府
が

払
い
込
む
日
本
円
を
受
領
す
る
こ
と
、
３
\
に
規
定

す
る
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入
に
必
要
な
支
払
を
行

う
こ
と
並
び
に
日
本
国
政
府
及
び
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
関
係
当

局
間
で
合
意
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
の
他
の
支
払
を

行
う
こ
と
に
限
ら
れ
る
。

５

日
本
国
政
府
は
、
４
\
に
規
定
す
る
書
面
に
よ
る
通

告
の
受
領
の
日
か
ら
二
千
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
期
間
に
、
２
に
規
定
す
る
金
額
を
勘
定
に
日
本
円
で

払
い
込
む
こ
と
に
よ
り
贈
与
を
実
施
す
る
。
期
間
は
、

日
本
国
政
府
及
び
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
関
係
当
局
間
の
同
意
に
よ

り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
五
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
氏
名
の
変
更
の
登
録
を
し
た
者
を
次
の
と
お

り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏
名
（
新
）

氏
名
（
旧
）

三
四
六
四

中
野

恵
美

橋
本

恵
美

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
六
号

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
四
日
に
ラ
マ
ッ
ラ
で
、
パ
レ

ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
書

簡
の
交
換
が
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。平

成
二
十
五
年
九
月
三
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
千
九

百
九
十
五
年
九
月
二
十
八
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
署
名
さ
れ

た
西
岸
及
び
ガ
ザ
地
域
に
関
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス

チ
ナ
と
の
間
の
暫
定
合
意
（
以
下「
暫
定
合
意
」と
い
う
。）

に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
日
本
国
政
府
の
代
表
者
と
暫
定

合
意
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
政

府
（
以
下
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
」
と
い
う
。）の
た
め

に
暫
定
合
意
に
従
っ
て
行
動
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

（
以
下
「
Ｐ
Ｌ
Ｏ
」
と
い
う
。）の
代
表
者
と
の
間
で
、
日

本
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
の
間
の
友
好
協
力
関
係
を
強
化

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
日
本
国
の
経
済
協
力

に
関
し
て
最
近
行
わ
れ
た
討
議
に
言
及
す
る
光
栄
を
有
し

ま
す
。
本
大
臣
は
、
更
に
、
前
記
の
討
議
の
結
果
と
し
て

次
の
了
解
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
提
案
す
る
光
栄
を

有
し
ま
す
。

１

Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を
通
じ
て
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
行
政
機
関
が
こ
の
了
解
の
規
定
に

従
う
こ
と
を
確
保
す
る
。

２

日
本
国
政
府
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
に
よ
る
経

済
社
会
開
発
努
力
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
日
本
国
の
関
係
法
令
に
従
い
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
政
府
行
政
機
関
に
対
し
、
八
億
円
（
八
〇
〇
、
〇
〇

〇
、
〇
〇
〇
円
）
の
贈
与
（
以
下
「
贈
与
」
と
い
う
。）

を
行
う
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
三
十
九
号

無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会

規
則
第
十
七
号
）
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭

和
三
十
七
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
六
十
一
号
（
無
線
局
運

用
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
無
線
局
が
同
規
則
の
規
定
に
よ

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
不
合
理
で
あ
る
場
合
の
当
該
無

線
局
の
通
信
方
法
の
特
例
を
定
め
る
等
の
件
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
九
月
三
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

第
三
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
第
五
項

を
削
り
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七
項
を
第
六
項
と

し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

八

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
四
の
二
に
規
定
す
る
海
洋

レ
ー
ダ
ー
の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
つ
て
、
Ａ
一
Ａ

電
波
を
発
射
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
運
用
規
則
第
二

十
三
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
三
十
六
条
及
び
第

三
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
分
を
超
え
な

い
間
隔
で
自
局
の
識
別
信
号
を
送
信
す
る
も
の
と
す

る
。

第
九
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
五
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
九
月
三
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
四
六
五

二
五
、

八
、

九

松
浦

辰
行

四
四
六
六

二
五
、

八
、

九

加
藤

尚
弘

四
四
六
七

二
五
、

八
、

九

原
田

賢
治
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